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Ⅵ-5．WebNACCSにおける入出港業務 

入出港業務を始めるにはまず、「利用者 ID 」「パ 

スワード」を入力し、業務カテゴリで「海上入出港 

関連業務」を選択後、WebNACCS へログインをし 

ます。※デジタル証明書の取得後の流れ 

ログイン 

 

 

 

 

ヘッダには、ログインをしている利用者 ID やログ 

イン時間等が表示されています。残時間は、セッシ 

ョンタイムアウトまでの時間となり、保存や画面遷移 

をするとリセットされます。無操作の状態が６０分を

超えると、再度ログインが必要になります。 

ヘッダ 

申請業務を行うための事前情報登録や各種申請、税 

関手続き、港湾管理者手続き、書類の状態を確認す 

るメニューがあります。また、乗組員等の CSV作 

成するツールのダウンロード先リンク、CSV のアッ 

プロードや事前の宛先設定があります。 

海上入出港業務 

パスワードの変更・初期化・初期化取消を行うこと

ができます。 

 

・パスワードは、６桁以上８桁以下 

・使用文字は、半角英大文字（ＡからＺ）及び半角 

数字（０から９）で、それぞれを必ず１文字以上 

含める必要があります。 

利用者情報登録 
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本資料は下記の入力例に沿った個別の宛先への申請および複数の宛先への申請の説明資料となります。 

○入力例：係留施設使用許可申請、危険物荷役許可申請 

●船舶：NACCSMARU NO1（コールサイン：NAC1） 

●仕出港：大阪港 

●入港港：東京港（AJ01C 青海コンテナ A1バース） 

●最終仕向港：千葉港 

●申請先：東京港港湾管理者（港湾管理者）、東京港海上保安部（港長） 

●入港時間：2017 年 10 月 8日 10 時 

●離岸時間：2017 年 10 月 9日 15 時  

●危険物：1 件（UN3475 エタノールとガソリンの混合液） 

●荷役時間：2017 年 10 月 8日 13 時～14時 30分 

●荷役業者：株式会社近藤荷役 

●申請者：株式会社SUZUKI 鈴木 太郎 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請先となる官署を設定しま 

す。官署の選択およびコード集 

より官署コードを入力し、「追 

加」をクリックします。 

  

 

宛先設定 

 

東京港港湾管理者 

 

追加された宛先を確認し、適宜 

申請を行う官署を追加します。 

追加が終わったら「登録」ボタ

ンをクリックします。登録をク

リックすることで、宛先の登録

が完了します。 

※本作業は、初回及び申請先の

変更の時のみ行います。 

登録済宛先一覧 

1.事前設定（宛先設定） 

追加した宛先は各申請の宛先欄のプルダウンで

選択して使用します。 

宛先欄の表示は昇順で表示されます。 

登録済の「書類提出先」を削除す

る場合は、削除したい「書類提出

先」にチェックをいれ、「登録」

ボタンをクリックします。 
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T90 

NACCSMARU NO1 

NAC1 

JP 

3250 

JP 

3500 

JPOSA 

JPCHB 

大阪［阪神（大阪）］ 

千葉 

5.13 

①  

②  

②  ①  

197.1 

◆定期不定期別 

 ・内航定期 

 ・内航不定期 

 

◆船舶情報 

・基本情報を登録している場合 

 船舶コード欄に登録済のコール 

サイン又は船舶番号を入力し

「船舶呼出」をクリックを行うと

枠内に登録されている船舶基本情

報が反映されます。 

・基本情報を登録していない場合 

 申請に必要な項目を入力しま

す。「一覧参照」ボタンがある

項目についてはコード集からの

参照入力が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆宛先 

 宛先設定で事前登録を行っ

た申請先をプルダウンから

選択します。 

  

 

◆仕出港情報 

 「一覧参照」ボタンをクリ

ックし、別ウィンドウのコ

ード集から港コード⇒施設

の順に選択することで項目

への参照入力が可能です。 

 

東京港港湾管理者 

船舶情報 

仕出港情報 

内航定期 

船舶情報 

宛先情報 

2.申請書作成（個別宛先） 
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JPTYO 

2017/10/08 

2017/10/08 2017/10/09 

10：00 

11：00 15：00 

入港 

優先指定船である場合 

レベルB 

コンテナ貨物 

AJ01C 

エタノールとガソリンの混合液 

1000 トン 

◆追加入力 

 貨物を複数手入力する場

合、「＋追加入力」ボタン

を押すことで入力フィール

ドが追加されます 

 

3811 

◆入港港コード 

◆着岸場所コード 

 「一覧参照」ボタンをク 

リックし、別ウィンドウの 

コード集から港コード⇒施 

設の順に選択することで項 

目への参照入力が可能で 

す。 

※仕出港情報参照 

◆運航区分 

 ・入港 

・出港（事前通報のみ） 

・移動 

着岸等情報 

貨物情報 

入港港情報 
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株式会社SUZUKI 鈴木 太郎 

03-1234-5678 ◆申請者担当者名、電話番号 

申請者名、担当者名および連

絡先となる電話番号を入力。 

その他 

 

◆エラーがあった場合 

 上部にエラーである項目および対処方法が

表示しますので、適宜修正後、再度「送信」

ボタンをクリックします。 

●正常に送信が完了した場合 ●エラーがあった場合 

同時に複数の宛先に申請を行う場合は、「送信」

ボタンはクリックせずに、「保存」をクリックし

ます。※「4.申請書作成（複数宛先）」へ続く。 
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◆エラーチェック結果（正常） 

 入力内容にエラーが無い状態。引き

続き申請先へ送信を行います。 

 

◆エラーチェック結果（エラー） 

 入力内容にエラーがあるため、該当

の項目について修正し、再度、エラ

ーチェックを実施してください。 

 

◆送信 

 申請書を作成後、申請先へ送信しま

す。 

 ◆送信結果（正常） 

 申請先へ正常に送信がされました。 

 

◆送信結果（エラー） 

 入力内容に誤りがあるため送信がエ

ラーとなっています。再度、エラー

チェックを実施後、エラーとなって

いる項目を修正してください 

 

※上記でエラーチェックを実施してい

る場合、エラーとはなりません。 

 

 
◆エラーチェック 

 送信前に入力内容にエラーが無いか

事前チェックを行ってください。 

3.エラーチェック、送信 

申請先への個別送信は以上で終了です。 
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◆保存 

 次の申請書を作成前に「保存」ボタ

ンをクリックします。 

◆戻る 

 保存後、次の申請書の作成画面に遷

移するため、「戻る」ボタンをクリッ

クします。 

 「保存」をしていない場合は、入力

内がクリアされる旨のメッセージが表

示されますので、必ず次の申請書を作

成前に次の申請書を作成前に「保存」

を実施してください。 

◆保存済 

 作成した請書が保存されると申請書

の右側に「保存済」が表示されます。

ックします。 

正常に保存がされると画面上部に 

「一時保存番号」が表示されま

す。 

 

 

4. 申請書作成（複数宛先） 
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T90 

NACCSMARU NO1 

JP 

NAC1 

3500 

197.1 

03-2345-6789 

5.13 

3350 

コールサイン 

東京港海上保安部 

JPTYO 

2017/10/08 2017/10/09 10：00 

AJ01C 

福田 健太郎 

株式会社 近藤荷役 

2017/10/08 2017/10/08 

15：00 

13：00 14：30 

   は、先に作成した申請との共通

項目の為、入力フォームに情報が反映

されていますです。 

◆船舶情報 

・共通項目は保管されていますの

で申請先から個別に必要とされて

いる項目を適宜、入力します。 

 

例：重量トン数（港長） 

船舶情報 
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株式会社SUZUKI 鈴木 太郎 

03-1234-5678 

エタノールとガソリンの混合液 

1000 トン 985 トン 

荷卸 

3475 

タンク内 

非開放 

◆追加入力 

 危険物を複数手入力する

場合、「＋追加入力」ボタ

ンを押すことで入力フィー

ルドが追加されます 

 

危険物情報 

◆アップロード情報 

 CSV 作成ツールで作成し

た外部ファイルを読み込ん

で使用することが可能で

す。 

危険物情報 

 

 

 

 

5. エラーチェック（複数）、同時送信に続く 
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◆エラーチェック 

 エラーチェックは申請を複数選択

し、チェックをすることができます。 

 

※必須項目への記入漏れや、有効では

ない値が入力されていないかチェック

することができます。 

◆申請書の選択 

 作成した「保存済」の申請で送信対

象とする書類を☑チェックします。 

 

5.エラーチェック（複数）、同時送信 
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申請した情報を外部ファイル（CSV ファイル）

として保存することができます。外部ファイル

は申請時に使用することが可能です。 

ダウンロード（外部ファイル） 

6.書類の状態確認 

「照会種別」は必須項目の為、必ず入力し、そ

の他の条件を適宜入力し、「検索」ボタンをク

リックします。 

検索条件 

結果は最新の申請から順に表示します。内容を

確認するには、該当の申請を選択し「照会」ボ

タンをクリックします。また、回答を帳票で表

示するには処理状態のリンクをクリックすると

許可書等が PDF で表示されます。表示された

許可書等は、保存期間が7 日間の為、適宜、任

意の場所に保存をしてください。 

検索結果 
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Ⅵ-５．補足説明（保存期間）

情報区分 情報名 日数 備考

帳票

NACCSパッケージ向帳票 7日 業務により帳票が登録された日

ＷｅｂＮＡＣＣＳ向帳票 7日 業務によりＷｅｂＮＡＣＣＳ向けに帳票が登録された日

一
時
保
存

一時保存情報 10日 入出港業務で一時保存を行った日

CSVアップ
ロード

乗組員情報 10日 ｢ＣＳＶアップロード（ＷＵＤ００）｣業務で登録を行った日

危険物情報 10日 ｢ＣＳＶアップロード（ＷＵＤ００）｣業務で登録を行った日

旅客情報 10日 ｢ＣＳＶアップロード（ＷＵＤ００）｣業務で登録を行った日

※乗組員・危険物・旅客情報は紐づく船舶運航情報が削除されたタイミングで同時に削除されます。

船舶運航情報

船舶運航情報 63日 当該情報を使用した申請を行った日

※船舶基本情報が削除されたタイミングで同時に削除されます。

申請情報

入港前統一申請情報 63日 「入港前統一申請（ＶＰＸ）」業務等を行った日

入港届情報 63日
①「入港届等（ＶＩＸ）」業務等を行った日
②とん税等納付済みとなった日

移動届情報 63日 「移動届（ＶＭＲ)」業務等を行った日

出港届情報 63日
①提出先に税関が含まれない場合は、「出港届等（ＶＯＸ)」業務等を行った日
②提出先に税関が含まれる場合は、税関に対して出港許可（転錨届受理）となった日
③税関に対する出港許可（転錨届受理）後の訂正の場合は、上記①と同様

入港前統一申請情報（内航） 63日 「入港前統一申請等（内航船）（ＷＰＴ５１）」業務等で登録・訂正・取消を行った日

入港届情報（内航） 63日 「入港届等（内航船）（ＷＩＴ５１）」業務等で登録・訂正・取消を行った日

移動届情報（内航） 63日 「移動届等（内航船）（ＷＭＲ５１）」業務等で登録・訂正・取消を行った日

出港届情報（内航） 63日 「出港届等（内航船）（ＷＯＴ５１）」業務等で登録・訂正・取消を行った日

入港料減免還付申請情報 63日 「入港料減免還付申請（ＷＥＲ４１）」業務等で登録・訂正・取消を行った日

船舶運航動静通知情報 63日 「船舶運航動静通知（ＷＭＴ４１）」業務等で登録・訂正・取消を行った日

海側施設使用許可申請情報 63日 「海側施設使用許可申請（ＷＳＴ４１）」業務等で登録・訂正・取消を行った日

陸側施設使用許可申請情報 63日 「陸側施設使用許可申請（ＷＬＴ４１）」業務等で登録・訂正・取消を行った日

ファイル申請情報 63日 「ファイル申請（ＷＦＴ４１）」業務等で登録・訂正・取消を行った日

不開港出入許可申請情報

30日

①「不開港出入許可申請審査終了（ＣＰＺ）」業務を行った場合で、かつ現金または印紙等による納付
を確認し、不開港出入許可となった日
②「不開港出入許可申請審査終了（ＣＰＺ）」業務を行った場合で、かつ手数料免除の旨が入力された
日
③「不開港出入許可申請審査終了（ＣＰＺ）」業務で取り消された日
④「不開港出入許可申請審査終了（ＣＰＺ）」業務で手作業移行された日
⑤「手数料領収確認（ＲＰ２）」業務により、手数料が納付された旨が登録された日
⑥「手数料強制消込（ＲＰＦ）」業務により、手数料が納付された旨が登録された日

4日 「手数料情報登録（ＲＰ１）」業務が行われた場合で、登録された支払期限日

船舶基本情報

船舶基本情報（外航） 365日

次のいずれかに該当する日
①｢船舶基本情報登録（ＶＢＸ）｣業務等を行った日
②｢船舶基本情報訂正（ＶＢＹ）｣業務等を行った場合で、かつ訂正後に税関確認要となる日
③｢船舶情報確認登録（ＣＶＩ）｣を行った場合は、税関確認の有効期限となる日

なお、有効なとん税等一時納付情報が登録されている場合は、一時納付有効期限日まで保存される。

船舶基本情報（内航） 365日
｢船舶基本情報等事前登録（内航）（ＷＢＸ５１）｣業務を行った日
申請業務で船舶基本情報を使用した日

ＷｅｂＮＡＣＣＳ（海上入出港業務）に関わる保存期間（土日祝含む）は以下のとおり。
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